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１．主題設定の理由 

平成 29年度版中学校学習指導要領において，「情報の扱

い方に関する事項」が新設され，国語科において育成すべき

重要な資質・能力の一つであると位置付けられた。その理由

として，「話や文章に含まれている情報を取り出して整理し

たり，その関係を捉えたりすることが，話や文章を正確に理

解することにつながり，また，自分のもつ情報を整理して，

その関係を分かりやすく明確にすることが，話や文章で適切

に表現することにつながるため」と記され，また「中央審議

会答申において，教科書の文章を読み解けていないとの調査

結果もあるところであり，文章で表された情報を的確に理解

し，自分の考えの形成に生かしていけるようにすることは喫

緊の課題であると指摘されている。」とも記されている。1） 

 そこで，本研究では，「読むこと」に関する課題を整理し，

自分の考えを形成するための「情報の扱い方」の資質・能力

を中心に手立てと効果を見いだし，「読む力」を育成してい

くために，本主題を設定した。 

 

２．研究についての基本的な考え方 

2-1全国学力・学習状況調査の分析（「読むこと」における 

全国的課題）2) 

 全国学力・学習状況調査中学校国語「読むこと」における

これまでの小学6年生と中学3年生の課題を分析した結果，

以下のような課題が挙げられていた。（情報に関する記載が

あるもののみ抜粋）2) 

<小学6年生> 

19年度 文章の内容と資料の情報とを関連付けて正し

く読み取ること。 

20年度 資料から必要な情報を関連付けて取り出し，

整理すること。 

21年度 目的や意図に応じて，必要な情報を関係付け

て読み，理由を明確にして説明すること。 

<中学3年生> 

24年度 目的に応じて必要な情報を読みとること。 

25年度 課題を決め，それに応じた情報の収集方法を

考えること。 

27年度 複数の資料から適切な情報を得て，自分の考

えを持つこと。 

28年度 課題の解決に必要な情報収集の方法を身に付

けることや，資料から読み取った情報を適切

に活用すること。 

 

30年度 情報を整理して内容を的確に捉えること。 

31年度 文章の展開に即して情報を整理し，内容を捉

えること。 

このことから，全国学力・学習状況調査の「読むこと」に

おいて，小学6年生では，情報を関連付けて読むこと，中学

3年生では，情報を整理して内容を捉えること，情報を得て

活用することに課題があることがわかった。 

平成31年度の全国学力・学習状況調査における本校の「読

むこと」に関する課題についても「文章の展開に即して情報

を整理し，内容を捉えること」であるとわかり，全国的な課

題の傾向と同様であると言える。 

2-2 全国学力・学習状況調査における生徒質問紙の分析 

全国学力・学習状況調査における国語に関する本校生徒

の質問紙の分析を以下の3点について行った。 

〇 Q22「新聞を読んでいますか」 

約7割近くの生徒が「ほとんど，または全く読まない」と

回答し，県，全国共に同じ傾向であった。 

また，この質問に対する経年変化を見てみると，平成 25

年度と平成31年度では，「ほぼ毎日読んでいる」と回答し

た生徒の割合は10.3％から4.5％に減少し，「ほとんど，ま

たは全く読まない」と回答した割合は55.2％から70.9％と

増加している。 

内閣府の調査によると，中学生のスマートフォンの所持

率が平成 26年度は 39.8％であったのに対して，平成 30年

度には70.6％となっている。3)このことから，生徒たちは情

報をスマートフォンから入手している可能性が高い。 

〇 Q40「国語の授業で学習したことは，将来，社会に出た

ときに役に立つと思いますか」 

本校の結果のクロス分析を行ったところ，正答率の高低

に関わらず，「国語の授業で学習したことは，将来，社会に

出たときに役に立つ」と考えている生徒の割合が少ないと

いうことが分かった。それは，学習した内容と普段の生活や

将来を結び付けたまとめや振り返りの活動が不足していた

ためではないかと考えられる。 

〇 Q44「国語の授業で文章や資料を読むとき，目的に応じ

て必要な語や文を見つけたり，文章や段落同士の

関係を考えたりしながら読んでいますか」 

本校では「あてはまる」と回答した生徒が2割である。4

割の生徒は「どちらかといえば，あてはまる」と回答し，6

割の生徒たちは目的に応じて必要な語や文を見つけること

や文章や段落同士の関係を考えながら読んだりすることは

できると考えていることが分かる。 



2-3 平成20年度版中学校学習指導要領における「情報」の

位置づけ 

 平成 20年度版中学校学習指導要領解説 国語編 4)におけ

る，読書と情報活用に関する指導事項には，「『読書』とは，

本を読むことに加え，新聞，雑誌を読んだり，何かを調べる

ために関係する資料を読んだりすることを含んでいる。そ

して，それらの本や文章などから得た内容を『情報』として

いる。読書で情報を得ることについては，第 1 学年では本

や文章などから必要な情報を得るための方法を身に付ける

こと，第 2 学年では多様な方法で適切な情報を得ることを

示している。情報を活用し，読書を進めることについては，

第1学年では目的に応じて必要な情報を読み取ること，第2

学年では情報を基に自分の考えをまとめることを示してい

る。第 3 学年ではこれらを総合して，目的に応じて本や文

章などを読み，知識を広げたり，考えを深めたりすることを

示している。」と示されている。 

2-4平成28年度版教科書の分析（「情報」の扱いについて） 

 平成28年度版教科書において，「情報」がどのように扱

われているのかを調査した。その結果，5社ともに情報に関

する教材が採録され，いずれもコラムや読み物教材として

の扱いとなっている。2社は「読むこと」領域に関連付けら

れており，1社は「話すこと・聞くこと」，「書くこと」，

「読むこと」領域のいずれにも関連付けられていた。 

また，各社とも「情報」を扱った言語活動を取り入れてい

る。最も多い項目が「書くこと」領域，その次に多い項目が

「話すこと・聞くこと」となっている。 

表1 教科書における言語活動の取り扱い 書くこと 

学年 学習内容 教科書会社数 

1 レポートを書く 3社 

2 意見文を書く 2社 

3 批評文を書く 5社 

表2 話すこと・聞くこと 

学年 学習内容 教科書会社数 

2 プレゼンテーションをする 5社 

「書くこと」における言語活動は，1年生では「レポート

を書く」，2年生では「意見文を書く」，3年生では「批評

文を書く」活動が複数の教科書会社で見られた。 

「話すこと・聞くこと」においては，2年生の「プレゼン

テーションをする」ことはすべての教科書会社で見られた。 

 学習の目標としては，「情報を集める」こと，「情報を整

理する」こと，「情報を読み取る」こと，「情報を分析する」

ことなどが挙げられていた。 

このことから，教科書では「情報」に関する言語活動が取

り入れられ，そこには「情報を集める」こと，「情報を整理

する」こと，「情報を読み取る」ことが示されているにも関

わらず，依然として全国学力・学習状況調査の課題としてこ

れらのことが挙がっている。 

2-5平成29年度版中学校学習指導要領における「情報」の

位置づけ 

 平成 29年度版 中学校学習指導要領解説 国語編 1)にお

ける，情報の扱い方に関する事項には，「情報と情報との様

々な関係に関する事項において，各領域における『思考力，

判断力，表現力等』を育成する上では，話や文章に含まれて

いる情報と情報との関係を捉えて理解したり，自分のもつ

情報と情報との関係を明確にして話や文章で表現したりす

ることが重要となる」と示されており，「情報の整理に関す

る事項において，情報を取り出したり活用したりする際に

行う整理の仕方やそのための具体的な手段について示して

いる。こうした『知識及び技能』を，言語活動の中で使うこ

とができるようにすることが重要である」と示されている。 

以上のことから，「読む力」を「情報の扱い方」と関連さ

せながら育成していくためには，言語活動を通して，指導事

項を身に付けていく必要があると考える。 

 

３．自分の考えを形成するための「情報」について 

3-1 「情報を扱う」とは 

「情報」について，平成 20 年度版 中学校学習指導要領

解説 国語編 4)においては本や文章などから得た内容，平成

29 年度版 中学校学習指導要領解説 国語編 1)においては様

々な媒体の中から得たものとされている。つまり，新聞，書

籍，テレビ，インターネット，人との会話等から得られる内

容であると考えられる。 

 情報活用能力として，平成 29 年度版 小学校学習指導要

領総則 5)には，「学習活動において必要に応じてコンピュー

タ等の情報手段を適切に用いて情報を得たり，情報を整理・

比較したり，得られた情報を分かりやすく発信・伝達した

り，必要に応じて保存・ 共有したりといったことができる

力である」と示されている。「情報を扱う」とは，「情報を

収集する」こと，「情報を整理・比較する」こと，「情報を

発信する」ことと考えることができる。 

3-2 これまでの実践の振り返り 

 この実践は「本のおもしろさを伝えるポップを作ろう」と

いう言語活動を中学 2 年生で行ったもので，活動の流れは

以下の通りである。 

・活動①「書名・著者名・出版社名」を書こう。 

・活動②「伝えたい言葉」を探そう。 

・活動③「キャッチコピー」を考えよう。 

・活動④「推薦文」を考えよう。 

・活動⑤「レイアウト」を考えよう！ 

 活動②においては，できるだけシンプルに，「なぜその本

をおもしろいと思っているのか」を書かせるように，ワーク

シートにコメントを付けた。活動③においては，キャッチコ

ピーの参考例を提示した。活動④では，「自分が心に残った

文を引用し，この本の良さを短くまとめよう」とワークシー

トにコメントを付けた。 

 これらの活動において，文章から情報を取り出すことに

苦戦した生徒も見られた。また，キャッチコピーや推薦文を

考えられない生徒も多く見られ，それぞれにワークシート

にヒントとなるコメントを付けてはみたが，効果的な手立



てとはならなかった。 

 推薦文に関しても，200字という制限があるため，あれも

これも書き込むことはできない。情報の取捨選択を上手に

しなければ，自分の伝えたいことを相手に伝えることは 

できない。しかし，なかなか上手に情報を取捨選択すること

ができず，結局は深まりのない内容が多く見られた。 

 このポップは実際に市内の図書館に数点が掲示された

が，推薦文の内容というよりは，字の丁寧さや文字以外の情

報（イラストやレイアウト）の付加などから選抜した。 

 この実践では，どうしてそう考えたのか，複数の情報を関

連付けて根拠を明確にし，自分の考えの形成にいたるプロ

セスまでは見取れていない。この活動では，市立図書館に掲

示するという目的は示したが，ただの活動で終わってしま

っている。 

 また，この活動の課題から，全国学力・学習状況調査にお

ける小学6年生の平成20年度の課題「資料から必要な情報

を関連付けて取り出し，整理すること」や中学 3 年生の平

成 24 年度の課題「目的に応じて必要な情報を読みとるこ

と」，27 年度の課題「複数の資料から適切な情報を得て，

自分の考えをもつこと」と同じような課題が見えてきた。こ

のことからやはり，平成29年度版学習指導要領に示されて

いる「情報の扱い方」における指導事項を取り扱い，資質・

能力を身に付けていくことが重要な核になると考える。 

3-3 多様なテキストについて 

 「PISA調査（読解力）に関する参考資料」6)において，「テ

キストを単に読むだけではなく，考える力と連動した形で

読む力を高める取組を進めていくことが重要である」と示

されている。 

 また，「読むためのテキストについては，文学的な文章に 

偏るのではなく，新聞や雑誌記事なども含め，説明的文章・ 

論説的な文章をはじめとした幅広い範疇の読み物を対象と 

することが求められる」とあり，また「パンフレットや図 

表なども含めた多様なテキストとの出会いを大切にする必 

要がある」と示されている。 

テキストの形式は連続型と非連続型に分けられており， 

「連続型は文と段落から構成され，物語，解説，記述，議 

論説得，指示，文章または記録などに分類できる」とされ，

「非連続型テキストはデータを視覚的に表現した図・グラ

フ，表・マトリクス，技術的な説明などの図，地図，書式な

どに分類できる」とされている。 

以上のことから，読む力とは，文章だけではなく，図やグ 

ラフなどと関連付けて読むことと考えることができる。ま 

た，多様なテキストを読むことによって，自分の考えの形成 

につなげていけるのではないかと考える。  

3-4 平成28年度版教科書の分析（「多様なテキスト」につ

いて） 

 平成28年度版の教科書において，文章とどのようなテキ 

ストを関連づけているのかについて調査した。その結果，ど 

の教科書会社においても，図・表・地図・グラフ・写真が 

使用されていることがわかった。写真は参照するというよ 

りも読解の一助となるための扱いであるものが多い。 

表3 本文に資料を参照する指示のあるもの 

学年 図 表 地図 グラフ 写真 

1 2社 2社 1社 3社 0社 

2 2社 0社 1社 1社 1社 

3 1社 0社 0社 0社 1社 

表4 本文に資料を参照する指示のないもの 

学年 図 表 地図 グラフ 写真 

1 1社 1社 2社 1社 3社 

2 4社 0社 1社 0社 4社 

3 2社 1社 1社 1社 2社 

3-5 平成31年度全国公立高校入試問題の分析（「多様なテ

キスト」について） 

 平成31年度の全国公立高校入試問題において，文章以外

にどのようなテキストが用いられているかについて調査し

た。その結果，最も多く用いられていたテキストはグラフで

あることが分かった。次に多かったものは，本文とは違う文

章の一部であるものと，発表原稿であった。 

 その他にも，ウエブサイトデータやホームページ，お便り

やちらしなどの内容を資料として扱っている所もあり，実

生活に関するような資料が多く見られた。 

表5 入試問題に用いられたテキスト 

テキストの内容 都道府県 

グラフ 20か所 

文章の一部 発表原稿 9か所 

表 5か所 

新聞記事の一部 提示資料 漢和辞典  

図 ノートの一部 メモの一部 

4か所 

イラスト 3か所 

ポスター 手紙の一部 国語辞典 

スピーチメモの一部 

2か所 

3-6 大学入学共通テストにおける出題のねらい 

大学入学共通テストにおける，評価すべき能力として，

「多様な文章や図表などをもとに，複数の情報を統合して

考えをまとめたり，その過程や結果について，相手が正確に

理解できるよう根拠に基づいて論述したりする思考力・判

断力・表現力を評価する。 

設問において一定の条件を設定し，それを踏まえ結論や

結論に至るプロセス等を解答させる条件付記述式とし，特

に「論理（情報と情報の関係性）の吟味・構築」や「情報を

編集して文章にまとめること」に関わる能力の評価を重視

する」7)と示されている。 

 教科書や入試問題に目を向けると，文章だけではなく，そ

れ以外の多様なテキストから複数の情報を取り出して自分

の考えを形成していくという形で問われているものが多く

見られた。このことから，実社会においても目的に応じて必

要な情報を読むことが求められていると捉えていることが

うかがえる。 

3-7 自分の考えの形成  



平成 29 年度版中学校学習指導要領解説 国語編 1)におい

て「考えの形成」とは，「文章の構造と内容を捉え，精査・

解釈することを通して理解したことに基づいて，自分の既

有の知識や様々な経験と結び付けて考えをまとめたり広げ

たり深めたりしていくこと」であり，「中学校においては，

小学校において身に付けた力を生かし，自分の考えを他者

の考えと比較して共通点や相違点を明らかにしたり，一人

一人の捉え方の違いやその理由などについて考えたりする

ことが重要である」と示されている。 

 久保薗(2018)8)は，「読むことにおける『自分の考えの形

成』とは，文章の解釈を通して，生徒が文章から自分の考え

を支える根拠となる叙述を引用し，その根拠を基に，生徒自

身の知識や体験と関連付けながら自分の考えをもつこと」

と述べている。また，大澤(2019)9)は，「情報を関連付ける

ことを通して，内容理解や自己の考えを形成することがで

きる」と述べている。 

 このことから，自分の考えの形成に至るためには，中学1

年生と 2 年生における指導事項となっている「意見と根拠

などの情報と情報との関係について理解する」ことに重点

を置いて指導をしていく必要がある。そして，生徒が理解し

たことに対して，どこがどうわかったのか，その根拠を自分

で説明する力が必要であると考える。 

3-8 自分の考えの形成とシンキングツール 

 北村 10)は「『シンキングツール』は思考を助けるための教

具であり，情報を抜き出す・整理する・結びつける･･･とい

った活動に非常に有効である」と述べている。 

 シンキンングツールについて黒上，小島，泰山(2012)11)は，

「考えるプロセスを，手順として明示することで，子どもた

ちはその手順を使って，求められているとおりに考えを進

めることができるのではないでしょうか」と述べている。ま

た，シンキングツールの役立て方として，7つの効果を挙げ，

その1つに「考えや情報を整理するため」と挙げている。 

以上のことから，自分の考えを形成するための手立てと

して，シンキングツールを用いることが有効なのではない

かと考える。  

 

４．自分の考えを形成するための「情報の扱い方」に関する

資質・能力を育てる授業作りのポイント 

4-1 自分の考えを形成するための「情報の扱い方」 

自分の考えを形成するための「情報の扱い方」について，

大澤(2019)9)は，「情報の扱い方については，表面的な内容

理解にとどまってはいけない。情報として適切に理解する

ことは前提ではあるが，その情報を認識し，意味づけ，解釈

することにより，自分の考えを形成していくという方向で

捉えていかなければならない」と述べている。 

自分の考えを形成するための「情報の扱い方」における資

質・能力を育成するためには，情報の認識，意味づけ，解釈

から自分の考えを形成していくというプロセスを辿ってい

く必要があると考える。これらのことを踏まえつつ， 

①言語活動を通して「情報の扱い方」における指導事項を身

に付けさせる。 

②文章だけではなく，多様なテキストを関連付けて読むこ

とを通して，「読む力」を育成する。 

③自分の考えを形成していくための手立てとしてシンキン

グツールを活用する。 

4-2 言語活動としての書き換えの授業づくり 

 寺井(2016)12)は，「言語活動の授業づくりに習熟するには，

まずは易しい言語活動の授業づくりから始めるのをよしと

し，効果的な授業づくりを学ぶためには『書き換え学習』に

取り組んでみるのがよい」としている。書き換え学習を効果

の上がる言語活動とする理由について，読む学習を表現す

る学習を一体的に行う点を挙げ，「本来，読む活動は頭の中

にある内在的な営みだが，表現によって内在的なものを可

視化させ，それによって読む能力の質・量や難・易などを意

図的に調整して教えやすくすることができる。加えて，表現

することを目的に能動的に読むという主体的な学習プロセ

スも生じるので，教師の力量に左右されにくく，学習の効果

を高めやすく損ないにくい。」と述べている。 

 また「新学習指導要領では，主体的な学び，対話的な学び

とともに，深い学びが重視され，『考えを形成し深める力』

としての『情報を編集・操作する力』の育成が課題となって

いる」とし，「書き換え学習も，単にテクストを別のテクス

トに変化させるという捉え方だけでは不十分で，テクスト

の分解と組織を兼ね備えた編集という概念を用いて，編集

活動として細やかに書き換え学習を行う必要がある」と述

べている。 

4-3 編集活動としての書き換えの授業づくりの視点 

 寺井 12)は，編集活動としての書き換えの授業づくりの視

点として以下の点を挙げ，細やかに設定することが大切だ

としている。 

・目的 

・相手 

・場面や状況 

・表現の様式や文体 

・表現の方法 

・メディア 

・字数 

 また，「学習者の学力の状態を考え，元のテクストをなぞ

るような書き換えから，表現の様式，メディアの特質，複数

の情報の関連づけなどを取り入れた書き換えに至るまで，

学習や書き換える活動を工夫し選択することが大切であ

る。」としている。そして，書き換え学習が活動だけで終わ

らないように，「書き換える活動を通して身に付けさせる能

力を学習プロセスに即して明確化することが大切になる。

学習プロセスを明確化することは，学習者の主体的な学び，

特に学習の見通しや振り返りなどメタ認知能力を育成する

ためには重要である。」と述べている。 

 これらの書き換え学習の視点を踏まえ，言語活動を通し

て，「情報の扱い方」を身に付けさせるための実践を行う。 

 



５．研究の実際 

5-1 研究のねらい 

 「情報の扱い方」に関する指導の改善・充実するための方

向性として，以下の3つが示されている。1) 

・様々な媒体の中から必要な情報を取り出す 

・情報同士の関係を分かりやすく整理する 

・発信したい情報を様々な手段で表現する 

 これらを実際に言語活動に取り入れることによって，ど

のような指導方法が見出せるのか研究したい。 

5-2 研究の目的及び方法 

 発信したい情報を様々な手段で表現する方法として，文

章だけではなく，図やグラフなどと関連付けて表現できる

ものを考え，本研究では「取扱説明書」と「インフォグラフ

ィックス」で表現するという言語活動を行うこととした。こ

れらの言語活動を通して，自分の考えを形成するための「情

報の扱い方」の資質・能力を中心に手立てと効果を見いだす

ことを目的とする。 

 二つの言語活動を行い，どのような手立てと効果が見出

せるのか検証をしていく。 

5-3 研究の内容 

(1)「取扱説明書」を制作する。 

①単元の学習内容とねらい 

 本単元では，「ダイコンは大きな根？」を学習教材として

使用し，自分が知ったことを「取扱説明書」という様式を用

いて表現させてみることとした。 

この教材は，中学生になって初めて読む説明文であるが，

身近なダイコンを話題にしていることや，日常生活に根差

した疑問をもって読み進めることができるものである。 

 「取扱説明書」とは，機器や道具をどのようにして扱えば

よいのかを説明しているもので，基本の操作を手順化する

ことや，図やイラストを用いてわかりやすく説明するとい

う特徴がある。制作の手順は，情報の収集，情報の整理，レ

イアウトを決めるという流れである。 

これらのことから，「取扱説明書」を制作する過程におい

て，生徒たちがどのように情報を編集していくのかを検証

した。 

②調査対象・調査時期 

 対象：中学1年生 4クラス 137名 

 時期：令和2年7月 全3時間 

③単元名：「ダイコンの取扱説明書を制作しよう」 

④単元計画 

1 ・本文を読み，初めて知ったことを付箋に書き出す。 

・形式段落に分け，文章の構成について確認する。 

2 ・取扱説明書とはどんなものか，実物を見て，何が

書かれているか確認をする。 

・誰に向けて取扱説明書を制作するか考える。 

・取扱説明書の制作のポイントを理解する。 

3 ・初めて知ったことを付箋で確認しながら，伝えた

い内容を選ぶ。 

・文章や図の配置を考えて取扱説明書を制作する。 

⑤学習の支援 

「取扱説明書を読むか？」という質問に対して「読む」と 

答えた生徒が意外と多かったことから，生徒たちは取扱説

明書がどのようなものかは認識できていた。そこで，活動を

行う際には，とりあえず黒板に取扱説明書を見本として貼

っておき，必要であれば参考にしても良いこととした。 

⑥考えの形成 

 取扱説明書を制作していく上で，説明したい部分と全体

との位置関係，特に読んでほしい部分に線を引く，色を付け

て目立たせる，図やイラストで説明するなどの取扱説明書

のポイントを押さえ，なぜそのようにしたのかを考えさせ

るようにした。 

⑦単元の考察 

単元「ダイコン取扱説明書を制作しよう」について，以下

の点について考察する。 

(ｱ)情報の収集 

本単元では,教科書に書かれている情報のみとし,複数の

情報を扱うことはしていない。 

(ｲ)情報の整理 

 教科書に書かれている情報の中から，相手が知りたいと

思える内容を中心に選んでいた。伝えたい相手は母親が多

く，ダイコンおろしについて書かれている段落を選んでい

た生徒が多かった。調理に役立ててもらいたいと考えたの

ではないかと思う。 

(ｳ)レイアウトを決める 

伝えたい順番に数字を記入する，ダイコンおろしの手順

や注意書きを書くなどの工 

夫もみられたが，ほとんど 

の生徒は調べた情報をなん 

となく配置しただけとなり， 

情報を関連付けるまでには 

至らなかった。情報をどの 

ように関連付ければよいの 

か，理解できていないので 

はないかと思われる。 

写真1 生徒の作品 

「ダイコンの取扱説明書」 

 

(ｴ)自分の考えの形成 

生徒の振り返りには，「自分が本文を読んで納得した部分

を質問の答えにして読む相手にも納得してもらえるように

した。本文から『あっ，これいいな』と思ったところを，ダ

イコンを使うポイントとして紹介した。」と書かれていた。 

このように，取扱説明書を制作する過程で教科書の本文を

何度も読み，自分が理解できた部分をＱ＆Ａにするなどし

て，読む相手にも理解してもらえるような工夫が見られた。 

(2)「インフォグラフィックス」を制作する。 

①単元の学習内容とねらい 

 本単元では，「幻の魚は生きていた」を学習教材として使

用し，人間と生き物との関わりについて学習した後に，絶滅



危惧種について調べ，「インフォグラフィックス」という様

式を用いて表現させることとした。 

 インフォグラフィックスとは，情報をわかりやすく，人に

伝わるかたちに視覚化したものである 13)。木村 14）は「伝え

たいことを，絵や図，文字を組み合わせて見える形にしたも

のをインフォグラフィックスといいます。これは，インフォ

メーション（伝えたいこと）と，グラフィックス（形にする

こと）を合わせた言葉で，デザインの一つです。」と述べて

いる。インフォグラフィックスと図解の違いについて，櫻田
15）は，「図解はインフォグラフィックスの原型です。図解と

インフォグラフィックスの大きな違いは，相手への伝わり

方です。インフォグラフィックスは，相手を一目で虜にしま

す。図解の場合は伝えたい内容にもともと関心がある人に

見てもらうのに向いていて，インフォグラフィックスは，関

心がなかった人たちに振り向いてもらうことが期待されま

す。」と述べている。 

 インフォグラフィックスの制作の手順は，情報の収集，情

報の整理整頓，ストーリーの組み立て，デザインという流れ

である。 

 これらのことから，インフォグラフィックスを制作する

過程において，生徒たちがどのように情報を編集していく

のか検証した。 

②調査対象・調査時期 

 対象：中学1年生 4クラス 134名 

 時期：令和2年11月 全10時間 

③単元名：「絶滅危惧種についてインフォグラフィックス 

      を制作して伝えよう」 

④単元計画 

1 ・本文を読み，文章の構成や内容を理解する。 

2 

3 

・中心となる文に着目しながら，本文の要旨をとら

える。 

・筆者の考えを基に，人間の生活と生き物や環境と 

 の関係について考えを深める。 

4 ・インフォグラフィックスの制作の仕方について 

 知る。 

・伝える目的と相手を決める。 

5 ・絶滅危惧種について調べる。 

6 ・調べた情報を整理整頓し，伝えたいことを明確に 

 する。 

7 ・ストーリーを組み立てて，レイアウトを決める。 

8 ・情報を関連付けながら整理する。 

9 ・もう一度レイアウトを考えて，下書きをする。 

10 ・清書をして，完成させる。 

⑤学習の支援 

 まずは，「インフォグラフィックス」という様式がどうい

うものかについて，木村 14)の「思いやりのデザイン」という

文章を紹介した。これは，小学校４年生の教科書に掲載され

ているものである。そして，インフォグラフィックスの定義

を説明した後に，実物について投影機を使って紹介した。 

実物は「朝日小学生新聞」の「見るみるわかる」というコ

ーナーで掲載されていたものである。実際に，伝えたい順に

ナンバリングで示しているもの，時系列で示しているもの，

ピクトグラムやグラフを使用しているもの，全体と部分を

示しているものなど，情報を関連付けて図示，可視化してい

る事例を提示した。  

 ダイコンの取扱説明書を制作するときと同じように，活

動している間は実物を見本として貼っておき，いつでも参

考にしてよいこととした。 

⑥考えの形成 

 本単元では，前単元の反省を生かし，それぞれの過程にお

いて考えた点や感じた点を書けるようにワークシートを工

夫することとした。「なんとなく」という風にならないよう

特に，情報を整理整頓する，ストーリーを組み立てる，情報

を関連付けてレイアウトを決めるときには必ず考えを書か

せ，グループで共有させた。自分の考えを相手に伝えること

で，考えが整理されたり，より考えを明確にしたりすること

ができ，仲間の考えを聞くことで，自分の考え方を変えるこ

ともできるのではないかと考えた。 

⑦単元の考察 

 単元「インフォグラフィックスを制作しよう」について，

以下の点について考察する。 

(ｱ)情報の収集 

 本単元では，絶滅危惧種について，複数の情報を集めるた

めに，絶滅危惧種に関連する書籍や図鑑，インターネット，

新聞から情報を集めることとした。本校の図書室には関連

する書籍や図鑑が数冊程度しかなかったため，地域の図書

館から50冊程度の書籍を借りて情報収集を行った。インタ

ーネットに関しては家庭学習として調べてくることとし

た。新聞に関しては情報が少なく，ほぼ収集できていない。 

(ｲ)情報の整理 

 情報を整理する前に整理と整頓の違いを理解させた。今

回は前回よりも情報を多く集めているため，必要なものと

必要でないものに分別させた。分別が終わったら，なぜ必要

なのか，なぜ必要でないのか，それぞれ考えを書かせた。 

〇必要な理由 

・ネットでの情報と書籍での情報が同じで，より事実だとい

うことが言えるから。 

・現状とそうなってしまった原因，それが続いてしまうと 

どうなるかという時代の流れに沿って資料があると想像  

がしやすくなるから。 

〇必要でない理由 

・ホッキョクグマの説明については絶滅の原因とは関係が 

ないから。 

 どの生徒もほぼ絶滅の原因や理由については必要な情報 

として残していた。絶滅の原因や理由は必要だと判断し，一 

番伝えたい情報だったと言える。 

(ｳ)情報の整頓 

 情報の整頓については，必要なものをグルーピングし，そ

れぞれにラベリングをさせた。その際には，以前に学習した



5Ｗ1Ｈを思い出してまとめている生徒も見られた。それ以

外には，生息地や種類，特徴などに分類されていた。 

・情報が足りず，内容の濃い情報が集められていなかったの

で，しっかりと調べてこよう。 

・情報を整頓して，箇条書きにしてみると情報が少なかった

りするのがわかる。（生徒の振り返りより） 

 情報を収集する時には，必要だと思って情報を集めたが，

それを整理整頓したことによって，意外と必要な情報が集

められていなかったと気づいた生徒が多かった。また，整理

整頓という言葉は知っていたが，具体的なことがわかって

いなかった生徒が多く，整理整頓の確認をしたことによっ

て，より必要な情報が見つけられるようになったと感じる。  

(ｴ)ストーリーの組み立て 

 伝えたい情報の順番を決め，なぜその順番にしたのか，そ

の理由を考えさせた。そして，理由を共有させた後，考えが

変わった場合は順番を変更してもよいことにした。 

〇順番を変更した生徒 

・変更前：生息地→推定数→絶滅危機の理由 

 話題の流れに沿って，分かりやすい順番にした。情報がわ

からないままいきなり絶滅危機の理由を言われても解釈

しづらいから。 

・変更後：絶滅危機の理由→生息地→推定数 

 絶滅危機の理由から説明することで興味をひく。その後， 

 今どのような状況なのかを伝えることでわかりやすくな

ると思い，この順番にした。（生徒のワークシートより） 

ほとんどの生徒が最初に決めた順番から変更することが

なかった。自分の考えた順番が相手にも受け入れられたこ

とが理由に書かれており，お互いに納得できたから変更し

なかったと考えられる。しかし，中には友達にアドバイスを

もらって内容を少し変更したり，友達の話を参考にして順

番を変更したりした生徒もいた。今回は，ワークシートに直

接書かせたが，これを付箋にすれば，順番を貼り変えるなど

の動きがあり，より柔軟に考えを変えられたかもしれない。 

(ｵ)情報を関連付けてレイアウトを決める（デザイン） 

 レイアウトを決める際に，調べた情報をなんとなく並べ

ている様子が見られた。そこで，情報を関連付けながらもう

一度レイアウトを考えさせることとした。関連付け方とし

ては，「共通点と相違点に注目する」「時間の流れに注目す

る」「注目するポイントを明らかにする」「関係性に注目す

る」の4つを例に挙げ，どれにするかを決めさせた。 

〇「共通点と相違点に注目する」を選んだ理由 

・キタノメダカとミナミメダカの共通点と相違点があった

方が伝わりやすいから。 

・2つの動物の絶滅危機に至るまでの共通点を説明したいか

ら。 

〇「時間の流れに注目する」を選んだ理由 

・僕が選んだ動物について，過去からさかのぼった方がわか

りやすいから。 

・メダカについて，昔と今の状態をはっきりさせて，どれほ

どの差が生じているのかを示そうと思ったから。 

〇「注目するポイントを明らかにする」を選んだ理由 

・動物の生息地が北海道のみなので，そこにフォーカスを当

てればわかりやすくなると思ったから。 

・地図の一部分だけを見てもわかりづらいので，全体から注

目してほしいところを書くとよりわかりやすくなると思

ったから。 

〇「関係性に注目する」 

・ラッコが絶滅危惧種になっているのは，人とラッコとシャ

チが関係しているから。 

・人と原因とユキヒョウの関係を表したかったから。 

レイアウトを考える際に，関連付けの仕方を確認したこ

とによって，「なんとなくではなく，きちんとここはこうす

るという考えをもって決められました。」（生徒の振り返り）

というように，意図をもってレイアウトを決めることがで

きていた。関連付けの仕方を確認する前と後ではレイアウ

トが大きく変わっている生徒が多く見られ，事前に関連の

付けの仕方を確認する必要性を感じた。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

写真２ レイアウトの変容 

(ｶ)自分の考えの形成 

 今回の単元では，「どうしてそう考えたのか」という理由

をワークシートに書かせることによって，まずは自分の考

えが形成された。そして，考えを共有する時間を設け，自分

で理由を説明させるようにした。そうすることによって，自

分の考えがより明確になるのではないかと考えた。また，

「みんなと意見を交換すれば，参考にできて自分の考えが

変わるからいいと思う。」（生徒の振り返り）というように，

友達の意見を参考にし，自分の考えの変容を実感すること

にもつながったと考える。 

 インフォグラフィックが完成し，最後に書かせた振り返

りには，「どうしてエサを届けるのが遅れたのか，どうして

氷が増えたのか，過去と現在で何が変わったのかを伝える

ために道筋を矢印で表したり，海と氷の色分けをしたりし

てわかりやすくした。」という表現の意図が書かれていた。 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

写真３ 生徒作品 「インフォグラフィックス」 

 

６．研究の成果と今後の課題 

6-1 研究の成果 

 「取扱説明書」や「インフォグラフィックス」を制作する

という言語活動を通して， 書籍やインターネットなどから

必要な情報を取り出す，そして，情報を整理し，関連付ける，

伝えたいことを図解で表現するという，「情報の扱い方」に

関する指導の改善・充実するための方向性の 3 つを取り入

れることができた。また，伝えたいことをインフォグラフィ

ックスに表現していく過程で，互いの考えを共有させたこ

とで，伝えたいことが明確になり，自分の考えの形成へとつ

ながり，効果のある言語活動になったのではないかと考え

ている。 

6-2 今後の課題 

 2つの言語活動を終えて，情報の関連付けの仕方について

もう少し丁寧に指導をしていく必要性を感じている。なぜ

なら，調べた情報をどの順番で伝えるか，どの情報と関連し

ているかを考えながら並べている生徒もいれば，調べたこ

とをそのまま並べているだけの生徒が少なからず見られた

からである。情報の関連付けの仕方が理解できれば，意図を

もって情報を並べることができるようになるのではない

か。「なんとなく」ではなく，自分の考えをもって情報を扱

える生徒を育成するために，日ごろの授業から自分の考え

を形成できる指導を行っていく必要がある。 

 

７．おわりに 

 今回は「情報の扱い方」の資質・能力を育成するための研

究として，「インフォグラフィックスの制作」を中心に言語

活動を考案した。 

インフォグラフィックスには，ピクトグラムや図解，グラ

フを使用する必要がある。これらを学ぶ過程は，情報を扱う

上では大変効果があったと感じている。今後は，他教科の学

習と絡めて組織し，教科横断的なつながりをもった言語活

動も考案していきたい。 

生徒たちはこれからもより多くの情報に触れることにな

るだろう。今後は，一人一人にタブレットが与えられること

になる。タブレットを活用して，インフォグラフィックスの

制作も行ってみたい。そのためにも，まだまだ研究を続けて

いかなければならない。 
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